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１ 危機管理の目的・心得

（１）危機管理の目的

１ 生徒及び教職員の安全を守る。

２ 素早い対応を行い、組織の動揺を防ぐ。

３ 生徒と教職員の信頼関係を守る。

４ 学校に対する社会的な信用や信頼を守る。

（２）危機管理の心得

１ 事前点検、事前指導を十分に行う。
施設・設備、授業、部活動、学校行事など

２ 緊急時の対応方法を常に心得ている。
緊急体制、医療体制、手だての基本、緊急時の記録

３ 「早い連絡、早い対応」を行う。

４ 「５Ｗ１Ｈ」を、正確に把握・記録する。
いつ、どこで、だれが、なにを、なぜ、

どのように、どうした

５ 誠意ある対応を行う。
保護者、地域、マスコミなど

６ 再発防止の手段を講じる。
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２ 緊急連絡体制（定時制）
担架は保健室前に設置してある

担 架 ※現場を離れない 警察 １１０

異常・非常 救急箱 ※複数で対応する 養護教諭

部活動顧問 通報要請発見者
消防車職員室の教員

付添 救急車１１９

連絡・報告 連

連 絡

絡 報 医療機関

告

直 P8

定時教頭（内線23) 連絡 行

指示 教務主任 連絡

全日教頭（内線22） ＨＲ正担任 保 護 者キャリア支援主任

機械科主任 ＨＲ副担任 付添 保 証 人

校 長（内線１５） 学校安全主任 関 係 者

報告

事務長（内線１０) 家 庭

訪問

携帯等緊急連絡先

は別紙連絡網参照 ＜校長・教頭のサポート＞

※【電話応対】 →教務主任（主担当）

キャリア支援主任（サポート、情報収集・整理）

※【報道対応チーム】→機械科主任（主担当）

学校安全主任（サポート、対生徒の指導）

第１報

県教育委員会 「いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、

どのように、どうした、現状はどう、

学校の対処(詳細は後述)」を確認・

報告 報告。指示を受ける。

指示

第２報

ＰＴＡ会長 事実経過及び学校の対処を報告、

同窓会 指示を受ける。

事実関係説明 職員役割分担指示全職員 、

説明・指示

対応

生徒・保護者 事故生徒･保護者対応

緊急保護者説明会、生徒集会

警察・裁判所 必要に応じて協力要請、補償

対応

マスコミ 広報体制の設置指示、窓口１本化
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３ 不審者への対応
関係者以外の学校への立ち入り

正当な理由あり
不審者か？

① 正当な理由なし 受付（事務室）に案内する

退去を求める

受付にて名札を渡し入室を許可する
した

退去したか？

しない
ない

危害を加えるおそれ 退去を求める

ある した
再び侵入したか？ ①

隔離・通報する
しない

教職員へ緊急連絡
暴力行為抑止と退去の説得 教頭へ連絡
１１０番通報
別室へ案内し隔離
教育委員会へ緊急連絡・支援要請

生徒の安全を守る

防御（暴力の抑止と被害拡大の防止）
移動阻止
全校への周知・生徒の掌握
避難誘導
教職員の役割分担と連携
周辺の店や子供１１０番の家等との連携
警察による保護・逮捕

いない
負傷者はいるか？

いる
事件・事故対策本部発動

応急手当などをする
情報の整理と提供

救急隊の到着まで応急手当 保護者等への説明
速やかな１１９番通報 心のケア
被害者等への心のケア着手 教育再開準備

再発防止対策実施
報告書の作成
災害共済給付請求
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さす股等を利用した不審者への対応についてはマニュア

ルの最後に記載。（別ファイルにて保存）
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４ 授業中不在生徒への対応

（１ ） 生徒への事前指導

ア チャイムが鳴る前に着席する。

イ 体調不良等で始業時に教室に不在になる場合は、事前に担任（副担

任）に連絡する。連絡が取れないときは、職員室に行き教員に連絡す

る。

ウ 教員に連絡ができないほど、緊急の場合は教室の他の生徒に伝え

る。その生徒は始業時に必ず、授業担当の教員に連絡する。

（２） 教員の対応

ア 授業開始のチャイムがなる前に教室に行くようにする。

イ 生徒から不在の連絡を受けた担任（副担任）または教員は、出席黒板

の最下段に記入する。

ウ 休息時間に生徒を指導する際、次の授業に掛かりそうな場合は、事前

に担当者が出席黒板に記入する。

エ 授業に行く教員は事前に出席黒板を確認してから教室に行く。

オ 授業開始時に所在不明の生徒がいた場合、直ちに職員室に戻り教頭

又は教員に連絡したのち教室に戻り授業を開始する。（実習室等、電

話連絡ができる場合は電話でもよい）

カ 連絡を受けた教頭・教員は科の教員と連携をとり、校舎内外を探し

生徒の所在を把握する。

キ 所在が確認できた場合は、授業担当者に連絡をする。



- 6 -

５ 医療体制

◎：校医 〈注〉電話連絡後受診救急車要請基準 病 院

病 院 名 電話番号 備 考診療科目

・意識喪失の持続するもの

外科、整形外科・ｼｮｯｸ症状の持続するもの 総 合 周南記念 0833-

脳神経外科・けいれんが持続するもの 病 院 病院 45-3330

下松市生野屋南・激痛の持続するもの

・多量の出血を伴うもの

下松市生野屋西・広範囲の火傷のもの 内科 か わ の 循 環 0833-

・その他必要の生じたとき 外科 器内科医院 41-6700

短２６

下松市旭町救急車の呼び方 ◎歯科 福永歯科 0833-

ク リ ニ ッ ク 41-0968

短２７１１９

下松市大手町・救急車をお願いします ◎眼科 梶原眼科 0833-

・下松工業高校です 41-0644

・住所は 短２４

下松市美里４－１３－１

耳鼻科 下松市北斗町・電話は ０８３３－ ◎ 小林耳鼻 0833-

４１－１４３０ 咽 喉 科 医 院 41-0134

４１－１４３１（直通） 短２５

・事故者人数

周南市孝田町・氏名・性別・年齢 総 合 徳山中央 0834-

・事故発生後の状態 病 院 病院 28-4411

救急車到着までの観察事項と ◎整形 松野整形 0833- 下松市藤光町

処理事項を「救急時記録用紙」 外科 外科 41-3123

に記録する。

整 形 英 ク リ ニ ッ ク 0833- 下松市大手町

外 科 41-7788

【ＴＥＬ】タクシー
下松中央 0833-41- 下松市古川町

病院 3030●近鉄タクシー
０８３３－４１－０１００

●メトロタクシー

０８３３－４１－１１１８

●下松タクシー

０８３３－４３－０００１

※病院引率の場合は原則とし

てタクシーを利用する。

※タクシーチケットは、金庫内

に保管してある。
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６ 一次救命処置の手順

･大声で叫び応援を呼ぶ

･119番通報反応なし
･ＡＥＤ手配

血液感染の防止
大出血等の同時処理素手で血液に触れない ･

付着血液の消毒･処理

気道確保(次亜塩素酸ソーダ) 呼吸をみる
応援･救急隊を待つ普段通りの呼吸あり

回復体位を考慮する

呼吸なし ※
死戦期呼吸は心停止として扱う※

戦期呼吸：心停止を示唆する異常な呼吸で、とき

おりしゃくり上げるように認められる不規則な呼吸

ＣＰＲ〔心肺蘇生法〕

◎ ただちに胸骨圧迫を開始する

●強く･･成人は少なくとも5㎝、小児は胸の厚さの約1/3

●速く・・・ ･･少なくとも100回/分

●絶え間なく・・ ・・中断を最小にする

◎人工呼吸ができる場合は３０：２で胸骨圧迫に人工呼吸を加える

人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを行う

ＡＥＤは

ＡＥＤ装着事務室前と体育館入口に
設置してある

心電図解析
電気ショックは必要か？

必要あり 必要なし

ショック 1回 ・ ・ ・シ ョック後直ち ただちに胸骨圧迫からＣＰＲ
☆☆ ☆☆に胸骨圧迫からＣＰＲを再開 を再開

強く、速く､絶え間ない胸骨圧迫を！☆☆

救急隊に引き継ぐまで、又は傷病者に呼吸や目的のある
仕草が認められるまでＣＰＲを続ける
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記録者： 】７ 救急時記録票 【

疾病者 科 年 氏名 男・女

発生日時 月 日 曜 時 分頃 発生場所

何をしていたか

事故発生状況
どうなったか

救急車手配時間 時 分 救急車到着時間 時 分

救急車同乗者氏名 家庭連絡時刻 時 分

◎ 事故発生直後の状態

意 識 はっきり・ぼんやり・意識なしレベル（ ）

正常 ・ 浅呼吸 ・ 深呼吸
呼 吸

（ ）回/分 努力性呼吸・いびき →気道確保

整 脈 ・ 不 整 脈
脈

回/分 微 弱 ・ 大きく弾むような脈

あり ・ なし 冷や汗ｼｮｯｸ症状

顔 色 正常 ・ 紅潮 ・ 蒼白 ・ ﾁｱﾉｰｾﾞ（ → ）酸素投与

正常 ・ 左右不同 ・ 偏視 ・ 眼振

瞳 孔 瞳孔拡大（４ｍｍ以上） ・ 縮瞳（２ｍｍ以下）

対光反応（ あり ・ なし ）

出 血 あり ・ なし 部位（ ）

外 傷 あり ・ なし 部位（ ）

傷 あり ・ なし 部位（ ）疼

体 温 °Ｃ 血 圧 ／ mmＨg

（ ） （ ）けいれん 部位 全身 ・ 末梢 時間 秒程度

手 足 麻痺 ・ しびれ ・ 冷感

嘔吐・悪心・失禁・視力障害・複視・項部硬直・不穏その他

処 置 体位 ・ 保温 ・ 気道確保 ・ 人工呼吸 ・ 心マッサージ
止血・酸素投与・異物除去・手足のﾏｯｻｰｼﾞ・着衣をゆるめる
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時 間 症 状 処 置

病院到着 時 分 病院名 病院 科 医師

時間

［病院での説明事項］

家庭との連絡状況と保護者との面会の様子

保護者氏 住所 電話

名

［家庭連絡の状況］

保護者との面会 面会時間 時 分 ～ 時 分

者

［内容］
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８ 緊急時の職員役割分担

本 部 場 所 ： 会議室

本部職員 ： 校長、教頭（全・定）、事務長、各部主任、科長、該当職員、養護教諭

校 長 ・各関係機関へ報告 （県教育委員会、校長会、ＰＴＡ会長、同窓会）

・全職員への説明と指示 （事実関係の説明、対策本部の設置、職員役割分担）

・生徒及び保護者との対応 （事故生徒及び保護者への陳謝と補償、緊急保護者説明会、

全校集会）

・外部機関との対応 （警察、裁判所、マスコミ、議会）

教 頭 ・事故処理の総括

・事故の報告を受け、担当職員に連絡・指示

・校長への報告及び校長からの指示事項を職員に連絡・指示

・外部窓口及び対応

事務長 ・外部受付、庶務 ・現場保存 ・施設設備の点検

教 務 ・情報の収集 【電話対応】※１

・校長の指示を受けて外部との対応 教務主任（主担当）

キャリア支援主任（サポート、情報収集・整理）・全校集会及び保護者説明会

※１ 校長、教頭へのサポート

進 路 ・一般生徒の把握と対応

・一般生徒及び事故生徒の学習及び進路指導計画

・全校集会の計画と諸準備

生 徒 ・事実確認及び事故原因の調査 【報道対応チーム】※２

・事故関係者及び全校生徒の指導 機械科主任（主担当）

学校安全主任（サポート、生徒の指導等）・再発防止対策及び再発防止指導

教育相談 ・保護者説明会及びマスコミ取材 ※２ 校長、教頭へのサポート

の計画と諸準備

・心のケア指導

科 長 ・事実及び経過記録の整理

・マスコミ取材用文書の作成及び取材後のまとめ、整理

・保護者説明会及びマスコミ取材の計画と諸準備

・県への報告文書作成

ＨＲ担任 ・患者への付添及び教頭へ容体報告

・保護者への連絡と対応

部活顧問 ・事実確認、日常及び当日の健康状態と指導状況を教頭に報告

・ＨＲ生徒の指導

生 徒 ・校長の指示を受けて外部との対応

養護教諭 ・応急手当

・救急車要請及び病院との連絡、経過記録

・患者への付添及び教頭へ容体報告

・日常及び当日の健康状態と指導状況の記録整理及び教頭への報告

・災害共済手続き
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９ 緊急時の対応例
【事例】 体育館で部活動中、生徒が突然倒れた。すぐ救急車で病院へ運んだが死亡した。
【対応】 ・ 直ちに対策本部設置

・ 事故状況の確認と整理
・ 今後の対応を協議し、全職員に説明並びに指示

項目 確 認 ・ 対 応 内 容 職員役割

１ 事故状況 部活顧問、養護教諭

いつ、どこで、だれが、なにを、なぜ、どのように、どうした確
現状は、対処は認

事
２ 事故者の日常の健康状態と指導状況 ＨＲ担任、養護教諭項
(1)健康診断票、個人調査票、家庭からの連絡
(2)日常の生活と健康状態（授業、保健室利用状況等）
(3)当日の本人の健康状態（睡眠、朝食、顔色、前日の生活）

３ 救急車要請 養護教諭、部活顧問
(1)事故現場から誰が報告し、何分かかったか。
(2)電話は、誰がしたか。
(3)救急車が来るまでの間に、何をしたか。
(4)救急車に誰が乗り、誰が付き添ったか。
(5)病院での治療の様子は、どうだったか。

４ 保護者への連絡 ＨＲ担任、部活顧問
(1)いつ、誰が、誰にしたか。
(2)病院の指定があったか。

５ 部活動状況 部活顧問
(1)年間計画と本日の活動計画
(2)保健・安全管理上の配慮
（健康観察の結果、準備運動、実施前の指導及び助言内容）

１ 県教育委員会へ報告 校長

校長、教頭、部活顧問当 ２ 保護者への事情説明及び陳謝

面
３ ＰＴＡ会長、同窓会への連絡 （葬儀、通夜への対応） 校長の

対
４ 全校生徒への事情説明 校長応

校長、教頭、該当教員５ 通夜(参加者、誠意の示し方)、葬儀(参加者、内容、弔意の示し方)

６ マスコミへの対応 校長、広報体制

校長、教頭、部活顧問７ 警察の事情聴取

校長、教頭、事務長、部活顧問８ 現場検証
９ 議会対応 校長

校長、教頭、部活顧問１ 警察署との対応

今
２ 日本体育・健康センターへの申請 養護教諭後

の
３ 全保護者への説明と連携 校長対

応
４ 生徒一人一人の健康チェックと留意事項の確認 養護教諭、ＨＲ担任

５ 指導体制、救急体制、施設・設備の検討 全職員
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１０ 台風等による休校等の決定

登校時 ・ 近隣の学校（下松、華陵等）と連携をとり、校長、教頭（定

時）、教務主任、学校安全主任等で協議し、下校させる

かどうかを決定する。

休日及び夜間 ・ 校長、教頭（定時）が協議のうえ、決定する。決定結果に

ついては、１４時３０分までに緊急メールとHPで知らせ

る。
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■ 風水害 土砂災害 地震 津波発生時の対応マニュアル（定時制）・ ・ ・

「山口県土木防災情報システム」の洪水ハザードマップや土砂災害危険箇所マップ、各

市町作成のハザードマップをもとに、校区内の危険箇所を把握し、予め安全マップに掲

載する。被害が想定される学校は、対応方針を生徒・保護者に周知しておく。

１ 災害発生危険度が高い場合、最新気象情報を定期的に確認電

（山口県土木防災情報システムＷｅｂページを活用 下記参照）話

等

２ 管理職等の緊急協議に

よ在
３ 校長の指示事項 及び 対応の情報共有る

■ 基本的な対応緊

警報等 授業 対 応急

・土砂災害警戒情 中止 ①１４：３０の段階で土砂災害警戒情報 記録的短時宅 連 ※や、

報 間大雨情報等が発令され、児童等の登校に危険が想定さ絡 ※

・記録的短時間大 れる場合は､休校、または自宅待機とし、緊急連絡する。や

雨情報 前日に想定できる場合は、前日に連絡する。Ｗ

・地震情報 実施 ①授業が開始できる状況であれば自宅待機｡時 ｅ

・津波警報注意報 ②教職員が安全確認の後、授業実施を連絡する。ｂ

□ 生徒等への連絡方法、登下校の安全確保については、台風等による休校等の決定マニュ活

アルに準ずる。用

３ 校長の指示事項 及び 対応の情報共有

□ 気象情報に基づき、対応を決定する。なお、担任等による帰宅確認を行う。在
即

警報等 授業 対 応

・土砂災害警戒情 実施 ①災害発生の危険性が高まっている際は、担当者は、気象時

報 情報を定期的に確認する。校 ※ (屋内)

・記録的短時間大 ②土砂災害警戒情報 や 記録的短時間大雨情報等が発令さ対 ※ ､

雨情報 れ、生徒の下校に危険が想定される場合は、必ず学校待

・地震情報 機とする。状況により、安全な階に避難する。応

・津波警報注意報 ③但し、市町防災部局から避難指示等があった際は、指定時
された避難所に避難する。避難所は事前に周知する。

④天候回復後、教職員が通学路等の安全を確認し下校する｡

本情報は、土砂災害の危険性が高まった場合に発令される。併せて、山口県土木防災情報※

システムに、地域の危険度を４段階で示した｢土砂災害降雨危険度｣が掲載されているので、留
｢危険度ﾚﾍﾞﾙ３｣を目安に、各学校区の実情に応じ、休校･自宅待機･学校待機等を行う。

気象庁によると、１時間に20ミリ以上の強い雨が降ると、小さな川や側溝があふれ、小規■

模の崖崩れが始まる可能性があるとしている。この場合、十分な注意が必要である｡意
□ 災害発生時は、生徒の安否確認が急務である。さらに、家族・住居の被災状況等を早急

に確認し、必要に応じケア対策を講じる。

（http://y-bousai.pref.yamaguchi.jp/)点 □【山口県土木防災情報システムWeb頁】

http://www.fukuoka-jma.go.jp/shimonoseki/shimo1.htm)【下関地方気象台Web頁】(

弾道ミサイルへの対応はマニュアル最後に記載。（別ファイルにて保存）



- 14 -

■ 地震発生時の対応

緊急地震速報発令 あるいは 地震発生

授業担当者 授業担当者以外 事務室 職員室・

）（大声で以下を指示） （安全確保後・状況確認） （放送で以下を指示

机の下に潜り頭部を保護 ・机の下に潜り頭部を保護 緊急地震速報発令！初 ・
・揺れがおさまるまで待機 ・揺れがおさまるまで待機 (あるいは地震発生！)

即 ・声かけにより不安を軽減 机の下に潜れ！

火災の確認 火災発生時は出火場所を動 ・負傷者等確認
確認し、消防署へ連絡時 ・負傷者救出 (火災時は事務室へ連絡)

・出入り口確保
情 報 収 集 ・一次避難場所の決定※１・消火(火気使用の場合)

・避難指示内容の決定対 対 （ＴＶ・ラジオ・ＰＣ等）

（放送を確認後） （校内放送）揺れがおさまって
応 「○○室(棟)で火災発生。・避難経路の指示

○○室(棟)をさけて、○○○○○に避難せよ 」応 ・救出 。
▼ 停電時等を想定し、ハンドマイクも準備・出入り口確認

二次被害(土砂災害、津波等)に留意し避難指示・避難行動に移れ！ ▼

避 難 行 動（揺れがおさまって、落ち着いて行動）

一 次 避 難 ( 校 庭 等 本 部 設 置)
・人員点呼 ・人員確認

・安全確認 ・負傷者がいれば救急車要請初 24
・応急手当 ・現状把握（各係に指示）

時期
係 別 行 動

間対
不明者等救出・救護 消火活動 児童等の下校対応

（本部に連絡） 搬出活動 （保護者への引渡し）応 以

・事後対応（保護者対応、教育委員会報告 、再開準備等)内 ※２

・避難所の開設（市町防災部局と連携） 等

※１ 避難場所としては校庭等が一般的であるが、土砂災害や津波、火災の発生等、立地条件

や予測される災害を考慮し、予め複数の避難場所を決めておき、状況に応じて児童生徒を

安全な場所へ誘導する必要がある。

沿岸部の学校は地震発生時に津波被害を想定する必要がある。大きな揺れを感じた場合

はすぐに高地へ避難するとともに、弱い地震であっても情報を元に適切に対応すること。

※２ 報告事項としては、施設等の破損や児童生徒の怪我、臨時休校等の被害状況等がある。

※大津波が発生し、津波到達までの時間が４０分以上と発表された場合は、天王台へ避難する。

、校庭等が危険な場合
二次避難※１

留

意

点

天王台

大津波発生警報時避難場所
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■ 台風等暴風発生時の対応マニュアル（定時制）
１ 最新気象情報の確認前

（山口県土木防災情報システムＷｅｂページを活用）日

周

２ 管理職等の緊急協議知

・

３ 校長の指示事項 及び 対応の情報共有在 電

■ 基本的な対応話

警報等 授業 対 応等

・台風接近 中止 ①休校の連絡は、前日に行う。に

・暴風警報 天候が急変した場合など、１４：３０の段階で暴風警報等の発よ

・竜巻注意情報 令の際は、休校とし、緊急連絡する。宅 る

実施 ①すぐに暴風警報等が解除され、授業が開始できる状況であ緊

れば、自宅待機とする。急

②教職員が安全確認の後、授業実施を連絡する。連

③教職員等で安全を確保する。絡

・大雨･洪水警報 実施 ①各家庭が安全に登校できることを確認し、登校する。時 や

・強風注意報 ②通学路の状況等により、安全な登校が心配な場合、担任にＷ

・大雨･洪水注意報 連絡し、自宅待機後、状況を見て登校する。ｅ

□ 台風の際は、前日に、休校・自宅待機等の方針を生徒に周知する。ｂ

□ 自宅待機後に登校する可能性がある場合は、緊急連絡の時間・方法等について、予め周知し活

ておく。用

３ 校長の指示事項 及び 対応の情報共有

□ 気象情報に基づき、今後の見通しも踏まえ、対応を決定する。

警報等 授業 対 応在
・台風接近 中止 ①担当者は、気象情報や交通状況を定期的に確認する。即

・暴風警報 ②教職員が安全を確認し下校する。

・竜巻注意情報 ③安全な下校が困難と判断される場合､学校で待機させる｡時

天候により、保護者に連絡し、迎えを依頼する。校
④必要に応じ、担任等が帰宅確認をする。対

・大雨･洪水警報 平常 ①原則は、平常授業とする。

・強風注意報 ②これまでの降雨量や今後の気象予報、地域の実情に応じて、応

・大雨･洪水注意報 注意報段階での下校も検討する。時

□ 保護者の迎え等については、連絡方法や保護者への引継方法を共通理解しておく。

メールによる緊急通報システムを整備しておく。■

□ 風雨が小康状態となっても、土砂災害等の二次災害の危険があり、慎重に対応する。

□ 公共交通機関の運休等により、登校ができない場合、欠席にはならないことを周知し、安全第一留
に行動するよう指導しておく。

□ 被害防止のため、強風による転倒や移動の可能性がある物の固定、ドアの開閉や窓ガラスの飛意
散防止などに取り組む。

■ 竜巻は、何処でも起こる可能性がある 「竜巻注意情報」が発令された場合、速やかに生点 。

徒に知らせる。空が急に真っ暗になる、大粒の雨が降り出す、雷が発生するなど積乱雲が

近づいた場合、頑丈な建物の中に入り、ガラス窓から離れ、安全を確保する。
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１１ 広報体制
【マスコミ対応での配慮事項】

事実を、正確に公開することを原則とする。１

関係者の基本的人権の尊重に配慮する。２

解決に向けてマスコミの活用をはかる。３

マスコミ取材の心得・態度を明確にする。４

① ウソは禁物 ② 言えないことは「言えない」という

③ 知ったかぶりは禁物 ④ ミスリード的相槌を慎む

⑤ 逃げない・待たせない ⑥ 締め切り時間への配慮

⑦ オフレコの活用 ⑧ 資料は先手を打って配布する

⑨ 素直な陳謝 ⑩ 解禁条件付きの発表方式

５ 誤った報道は訂正を要求し、しかるべき法的処置をとることも検討する。

６ やむなく情報を公表するのでなく、学校の主体的判断のもとに対応する。

係 場 所 担 当 者 任 務 及 び 留 意 事 項

（校長）本 部 会議室Ａ 本部長 ･･校長 １ 総指揮及び指令

（教務）広報責任者･・教頭 ２ 記者取材及び保護者会用説明文書作成

・事実は正確に、隠さない、箇条書き、５Ｗ１Ｈ を具

本部職員 体的に

事務長、各部主任 ・発表文書以外はﾉｰｺﾒﾝﾄで対応できるよう作成

（教務）科長、該当職員 ３ 取材後の内容まとめ

（教頭）養護教諭 ４ ﾏｽｺﾐとの相互確認及び依頼事項

・教育環境を破壊しない。

・取材会場、時間、受付方法

・立ち入り及び撮影可能場所（前庭、会議室）

・ﾏｽｺﾐ幹事社（ﾏｽｺﾐ窓口）決定、可能なら代表取材

依頼

・取材時はＩＣﾚｺｰﾀﾞﾟ録音、ﾒﾓをとる、質問者は社名と

名前をいう。

・保護者会は代表取材とする。（ｶﾒﾗ１，記者１）

５ 保護者会へのﾏｽｺﾐ同席は可否を保護者に諮る。

(教頭)

会場・受付 代表取材 総務 １ 会場設営（机、椅子、ＩＣﾚｺｰﾀﾞﾟ録音準備）

→応接室 ２ 受付は名刺または名前、所属報道機関名、

配属部署を記入する。

共同取材

（校長）取 材 →会議室 校長、教頭 １ 取材応対は一人、文章を配布して読む。

質問事項には、逃げない、推測で言わない、

保護者会 反論するときは反論する。

取材 文章以外のことは原則としてﾉｰｺﾒﾝﾄ

（教頭）→体育館 ２ 会見内容メモ

３ ＩＣﾚｺｰﾀﾞで録音

渉 外 生徒部 １ 撮影場所及び立入禁止場所の指示

事務 ２ 駐車場への誘導

３ 来客、電話応対
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１２ 緊急連絡先

連 絡 先 電 話 番 号

県教育委員会 次ページ参照

周南記念病院 ０８３３－４５－３３３０

警 察１１０ 下松警察署 ０８３３－４４－０１１０

末武交番 ０８３３－４１－３５６９

消 防１１９ 下松市消防本部 ０８３３－４５－０１１９

電 気 ０８３３－７４－０４５０小沢電気管理事務所

中国電力周南営業所 ０１２０－６１１－９０７

停電案内 ０１２０－６１１－９０７

ガ ス 山口合同ガス ０８３３－４１－３３２７
下松センター

上水道 下松市水道局 ０８３３－４１－２１５０

下水道 下松市下水道課 ０８３３－４５－１８５８

周南健康福祉センター ０８３４－３３－６４２１

ＪＲ 下松駅 ０８３３－４１－０００７

ＪＲ 徳山駅 ０８３４－２１－０９６４

防長交通周南営業所 ０８３３－４３－２２００

セコム株式会社徳山支社 ０８３４－３１－２９９１
コントロールセンター ０８３４－３２－２５２１

タクシー 近鉄タクシー ０８３３－４１－０１００

山口県立下松高等学校 ０８３３－４１－０１５７

山口県立華陵高等学校 ０８３３－４４－１２８５

下松中学校 ０８３３－４１－０７６１

久保中学校 ０８３３－４６－０７１２

末武中学校 ０８３３－４４－８０２１

下松工業会 ０８３３－４３－１３３６
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１３ 県立学校における学校事故等の報告先

事件・事故等発生時

事件・事故発生

市 町 立 学 校 県 立 学 校

市町教育委員会

教育庁 学校安全・体育課 学校安全管理班

総務担当

０８３－９３３－４６７０

（事件・事故等） （問題行動等）学校安全担当 生徒指導担当

０８３-９３３-４６７３ ０８３-９３３-４６８０TEL TEL

０８３-９２２-８７３７FAX

（２４時間体制）児童生徒関係 緊急連絡携帯電話

０９０－４８９４－２７８６

火災・自然災害に関する事態
・学校施設・設備等の被害

緊急連絡携帯電話教育政策課

０９０－６８４２－６７６６

※ 緊急連絡携帯番号については、携帯等に予め登録をお願いします。
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（別紙）１４ 教員連絡網


